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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

まちづくり委員会１０地区において福祉懇談会を実施し、地区ごとの取り組み・課題を把握した。課題となっている見守り・生活支

援について既に実践されている地区があり、他地区へも取り組んでもらえるように工夫する必要がある。

改革改善

の考え方

①問題

点

地区により必要な生活支援の内容が異なっている。

②改革

提案

活動が行いやすいようにメニューを充実させる。

総事業費①+② 2,992 2,420 2,492

人件費計（千円）② 72 72

0

正規職員所要時間 20 20

臨時職員所要時間

一般財源 2 1,331 1,211

その他 2,918 1,089 1,209

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 2,920 2,420 2,420 0 （そ）基金利子

25年度予算額 特定財源内訳、補足事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

既に課題となっている事柄に対して、地域の力で解決に向けて取り組むこ

とに助成を行う。具体的なメニューの提示、取り組みの立ち上げ支援

（１）地域が運営するふれあいサロン、宅老所立ち上げ運営

（２）住民参加による有償福祉サービス（配食事業等）の立ち上げ

（３）ゴミ出し、買い物、雪かき等の地域特有の課題に対する取り組みの立

ち上げ等

（４）地域住民による地域住民の地域福祉力向上に資する研修会の開催

（５）福祉教育・子育て支援事業

（６）その他会長が必要と認めた事業

（１）ふれあいサロン

（２）有償福祉サービス立ち上げ

（３）ゴミ出し、買い物等立ち上げ

（４）ブロック研修会

（５）子育て支援事業

（１）88箇所

（２）２地区

（３）３地区

（４）２回

（５）11地区

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

住民同士が互いの顔がわかる小地域において、既に現在課題となっている事柄に対して、地域の力で解決に向けて取り組むことに助成を

行い、地域の支えあいを推進する。

具体的なメニューを提示することで、課題に対する地域の取り組みを促し、また、課題とは感じていても取り組みが難しい場合には、取り組

みの立ち上げも支援する。

１　地域の中で仲間づくりとして、人と人とを結ぶふれあいの場として地域が運営するふれあいサロン、宅老所立ち上げ運営

２　住民参加による有償福祉サービス（配食事業等）の立ち上げ

３　ゴミ出し、買い物、雪かき等の地域特有の課題に対する取り組みの立ち上げ等

４　地域住民による地域住民の地域福祉力向上に資する研修会の開催

５　福祉教育・子育て支援事業

６　Ｂ型リハビリ支援事業

７　その他会長が必要と認めた事業

ボランティア保険への加入助成を行い、安心して地域福祉活動を実施できるよう支援する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

福祉活動によって設置されたふれあいサロン数 75 88 80 80

56 60 60

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

小地域メニュー事業として実施された福祉活動数 60

28年度見込み

まちづくり委員会の数 20

意図（どういう状態

にするか）

市内の各地区で、地区を中心に福祉活動が活発に行わ

れる

向上させたい上位施

策の成果指標

近隣で支えあいができている市民の割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

まちづくり委員会

補助金支出先：飯田市社会福祉協議会

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 33 共に支えあう地域福祉の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 福祉課 係等名 地域福祉係

事業種別 政策 開始 8 終了

事務事業名

会計 一般会計

小地域福祉活動補助事業

33 事業№ 12 3平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


